
条

例

附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
条
例
第
四
十
三
号

附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
山
口
県
条
例
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
知
事
の
部
山
口
県
消
費
生
活
審
議
会
の
項
中
「
及
び
審
議
」
の
下
に
「
並
び
に
消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
の
取
引
に
関
し
て
生
じ
た
苦
情
の
調
停
」
を
加
え
、
同

部
山
口
県
消
費
者
苦
情
処
理
委
員
会
の
項
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

山 口 県 報平成30年10月16日 火曜日 （号 外−45）

一

平 成 30 年
10月16日
（火曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
条
例

附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
開
発
審
査
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

貸
付
金
の
返
還
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

過
疎
地
域
等
に
お
け
る
県
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
及
び
山
口
県
建
築
基
準
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
資
金
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
二

…
…
…
…
…

病
院
及
び
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
二

…
…
…
…

食
品
衛
生
法
の
規
定
に
基
づ
く
公
衆
衛
生
上
必
要
な
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
三

…
…
…














目

次
















⚑

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

⚒

消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
山
口
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
委
員
会
」
を
「
審
議
会
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
山
口
県
消
費
者
苦
情
処
理
委
員
会
」
を
「
山
口
県
消
費
生
活
審
議
会
」
に
、

「
「
委
員
会
」
を
「
「
審
議
会
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
委
員
会
」
を
「
審
議
会
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
号
中
「
委
員
会
」
を
「
審
議
会
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
山
口
県
消
費
生
活
審
議
会
」
を
「
審
議
会
」
に
改
め
る
。

（
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

⚓

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
山
口
県
消
費
者
苦
情
処
理
委
員
会
の
調
停
に

付
さ
れ
て
い
る
、
知
事
が
消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
の
取
引
に
関
し
て
生
じ
た
苦
情
の
う
ち
解
決
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
消
費
生
活

の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
山
口
県
消
費
生
活
審
議
会
の
調
停
に
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

山
口
県
開
発
審
査
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
条
例
第
四
十
四
号

山
口
県
開
発
審
査
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
口
県
開
発
審
査
会
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
山
口
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
及
び
三
人
以
上
の
委
員
」
を
「
の
ほ
か
、
委
員
の
過
半
数
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
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に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
条
例
第
四
十
五
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
八
年
山
口
県
条
例
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

機

関

事

務

知

事

一

高
等
学
校
等
（
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
に
規
定

す
る
高
等
学
校
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
退
学
し
た
後
に
私
立
の
高
等
学
校
等
に
入
学
し
た
者
に
対
す
る
就
学
に
係

る
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

二

私
立
の
高
等
学
校
等
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
除
く
。
）
に
在
学
す
る
生
徒
又
は
学
生
に
係
る
奨
学
の
た
め
の
給

付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

三

不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の
助
成
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

教
育
委
員
会

一

山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
山
口
県
条
例
第
一
号
）
に
よ
る
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
の
授
業

料
の
減
免
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

二

高
等
学
校
等
を
退
学
し
た
後
に
公
立
の
高
等
学
校
等
に
入
学
し
た
者
に
対
す
る
就
学
に
係
る
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

山 口 県 報平成30年10月16日 火曜日 （号 外−45）
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三

国
立
又
は
公
立
の
高
等
学
校
等
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
除
く
。
）
に
在
学
す
る
生
徒
又
は
学
生
に
係
る
奨
学
の

た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

四

特
別
支
援
学
校
等
へ
の
就
学
の
た
め
必
要
な
経
費
の
支
弁
に
関
す
る
事
務
（
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

貸
付
金
の
返
還
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
条
例
第
四
十
六
号

貸
付
金
の
返
還
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

貸
付
金
の
返
還
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
年
山
口
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
福
祉
ホ
ー
ム
」
の
下
に
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
院
」
を
加
え
、
「
若
し
く
は
短
期
入
所
療
養
介
護
」
を
「
、
短
期
入
所
療
養
介
護

若
し
く
は
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
に
、
「
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
若
し
く
は
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
を
行
う
施
設
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
」
を
「
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
若
し
く
は
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
施
設
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
若
し
く
は
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
を
行
う
施
設
、
第
一
号
通
所
事
業
」
に
改
め
、
「
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
施
設
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

に
該
当
す
る
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
施
設
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
施
設
」
及

び
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
削
り
、
「
又
は
訪
問
入
浴
介
護
を
行
う
事
業
」
の
下
に
「
、
第
一
号
訪
問
事
業
」
を
加
え
、
「
介
護
予
防
訪
問
介
護
又
は
」
を
削
り
、
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同
条
第
二
号
中
「
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
」
を
「
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
、
「
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
」

に
改
め
、
「
、
厚
生
労
働
大
臣
」
を
削
り
、
同
条
第
五
号
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
」
を
「
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老

人
保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

⚑

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

⚒

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
が
改
正
前
の
貸
付
金
の
返
還
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
施
設
等
又
は
在
宅

福
祉
事
業
等
に
お
い
て
介
護
福
祉
士
と
し
て
同
号
に
規
定
す
る
介
護
等
の
業
務
に
従
事
し
た
期
間
は
、
改
正
後
の
貸
付
金
の
返
還
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
第
二
条

第
一
号
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
施
設
等
又
は
在
宅
福
祉
事
業
等
に
お
い
て
介
護
福
祉
士
と
し
て
同
号
に
規
定
す
る
介
護
等
の
業
務
に
従
事
し
た
期
間
と
み
な
す
。

過
疎
地
域
等
に
お
け
る
県
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
条
例
第
四
十
七
号

過
疎
地
域
等
に
お
け
る
県
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

過
疎
地
域
等
に
お
け
る
県
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
山
口
県
条
例
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
認
定
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
を
「
認
定
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
七
号
中
「
認
定
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
を
「
認
定
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中

「
第
五
条
第
四
項
第
五
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
五
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、

「
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
を
「
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
に
改
め
る
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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⚖

地
方
活
力
向
上
地
域
内
に
お
い
て
、
認
定
事
業
者
（
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
者
に
限
る
。
第
五
条
第
四
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
同
日
の
翌
日
以
後
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
（
同
日
ま
で
に
同
条
第
六
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
取
り
消
さ
れ
た
日
の
前
日
ま
で
）
の
間
に
、
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
六
の
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
省
令
第
二

条
第
一
号
に
規
定
す
る
特
別
償
却
設
備
（
以
下
こ
の
項
、
第
五
条
第
四
号
及
び
第
六
条
第
二
号
に
お
い
て
「
特
別
償
却
設
備
」
と
い
う
。
）
を
新
設
し
、
又
は
増
設
し

た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
別
償
却
設
備
を
当
該
事
業
の
用
に
供
し
た
日
の
属
す
る
年
又
は
事
業
年
度
以
降
三
年
間
の
各
年
又
は
各
事
業
年
度
に
係
る
所
得
金
額
又
は

収
入
金
額
の
う
ち
、
当
該
特
別
償
却
設
備
に
係
る
も
の
と
し
て
同
令
第
三
条
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
つ
い
て
、
事
業
税
を
課
さ
な
い
。

第
四
条
第
二
項
を
削
る
。

第
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

地
方
活
力
向
上
地
域
内
に
お
い
て
、
認
定
事
業
者
で
あ
つ
て
、
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
同
日
の
翌
日
以
後

二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
（
同
日
ま
で
に
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
取
り
消
さ
れ
た
日
の
前
日
ま
で
）
の
間
に
、
特

別
償
却
設
備
を
新
設
し
、
又
は
増
設
し
た
者
に
つ
い
て
、
当
該
特
別
償
却
設
備
で
あ
る
家
屋
及
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
取
得
（
公
示
日
以
後
の
取
得
に
限
り
、

か
つ
、
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
当
該
土
地
を
敷
地
と
す
る
当
該
家
屋
の
建
設
の
着
手
が
あ
つ
た
場
合
に
お

け
る
当
該
土
地
の
取
得
に
限
る
。
）

第
六
条
第
二
号
中
「
認
定
事
業
者
」
の
下
に
「
（
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
地
域
再
生

法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
、
第
二
項
若
し
く
は
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

⚑

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
過
疎
地
域
等
に
お
け
る
県
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
六

項
、
第
五
条
第
四
号
及
び
第
六
条
第
二
号
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

⚒

平
成
三
十
年
六
月
二
十
日
以
前
に
地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
地
域
再
生
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
同
法
第

五
条
第
四
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
地
方
活
力
向
上
地
域
内
に
お
い
て
、
改
正
前
の
過
疎
地
域
等
に
お
け
る
県
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
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特
別
償
却
設
備
を
新
設
し
、
又
は
増
設
し
た
者
並
び
に
同
条
例
第
六
条
第
二
号
に
規
定
す
る
家
屋
及
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
を
取
得
し
た
者
に
係
る
県
税
の
不
均
一

課
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

⚓

平
成
三
十
年
六
月
二
十
一
日
以
後
に
改
正
後
の
条
例
第
三
条
第
六
項
、
第
五
条
第
四
号
又
は
第
六
条
第
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
者
で
こ
の
条
例
の
施

行
の
日
か
ら
一
月
を
経
過
す
る
日
以
前
に
当
該
設
備
の
建
設
に
着
手
し
た
も
の
に
対
す
る
改
正
後
の
条
例
第
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
当
該
設
備

又
は
施
設
の
建
設
に
着
手
す
る
前
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
過
疎
地
域
等
に
お
け
る
県
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
三
十
年
山
口
県
条
例

第
四
十
七
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
」
と
す
る
。

山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
及
び
山
口
県
建
築
基
準
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
条
例
第
四
十
八
号

山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
及
び
山
口
県
建
築
基
準
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
山
口
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
⚘
の
表
二
十
六
の
項
建
築
物
建
築
等
許
可
申
請
手
数
料
に
関
す
る
部
分
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
」

に
、

「

」
を

建
築
基
準
法
第
五
十
三

条
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
建
築
物
の
建
ṭ
率
に

関
す
る
特
例
の
許
可

一
件
に
つ
き

三
万
三
千
円

「

に
、
「
第
五
十
三
条
第
五
項
第
三
号
」
を
「
第
五
十
三
条
第

建
築
基
準
法
第
五
十
三

条
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
建
築
物
の
建
ṭ
率
に

関
す
る
特
例
の
許
可

建
築
基
準
法
第
五
十
三

条
第
五
項
の
規
定
に
よ

一
件
に
つ
き

一
件
に
つ
き

三
万
三
千
円

三
万
三
千
円
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る
建
築
物
の
建
ṭ
率
に

関
す
る
特
例
の
許
可

」

六
項
第
三
号
」
に
、
「
第
六
十
七
条
の
三
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
七
条
第
三
項
第
二
号
」
に
、
「
第
六
十
七
条
の
三
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
七
条
第
五

項
第
二
号
」
に
、
「
第
六
十
七
条
の
三
第
九
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
七
条
第
九
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
仮
設
建
築
物
建
築
許
可
申
請
手
数
料
に
関
す
る
部
分
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

仮
設
建
築
物

建
築
許
可
申

請
手
数
料

建
築
基
準
法
第
八
十
五

条
第
五
項
の
規
定
に
よ

る
仮
設
建
築
物
の
建
築

の
許
可

延
べ
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

も
の

一
件
に
つ
き

延
べ
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

一
件
に
つ
き

延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
も
の

一
件
に
つ
き

一
万
六
千
円

六
万
円

十
二
万
円

建
築
基
準
法
第
八
十
五

条
第
六
項
の
規
定
に
よ

る
仮
設
建
築
物
の
建
築

の
許
可

一
件
に
つ
き

十
六
万
円

別
表
第
一
の
⚘
の
表
二
十
六
の
項
仮
設
建
築
物
建
築
許
可
申
請
手
数
料
に
関
す
る
部
分
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

建
築
物
用
途

変
更
使
用
許

可
申
請
手
数

料

建
築
基
準
法
第
八
十
七

条
の
三
第
五
項
の
規
定

に
よ
る
建
築
物
の
用
途

を
変
更
し
て
使
用
す
る

こ
と
の
許
可

延
べ
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

も
の

一
件
に
つ
き

延
べ
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

一
件
に
つ
き

延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
も
の

一
件
に
つ
き

一
万
六
千
円

六
万
円

十
二
万
円
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建
築
基
準
法
第
八
十
七

条
の
三
第
六
項
の
規
定

に
よ
る
建
築
物
の
用
途

を
変
更
し
て
使
用
す
る

こ
と
の
許
可

一
件
に
つ
き

十
六
万
円

別
表
第
一
の
⚘
の
表
二
十
七
の
項
中
「

」
を

建
築
基
準
法
第
四
十
四

条
第
一
項
第
三
号
の
規

定
に
よ
る
建
築
の
認
定

一
件
に
つ
き

二
万
七
千
円

「

」
に
、

建
築
基
準
法
第
四
十
三

条
第
二
項
第
一
号
の
規

定
に
よ
る
建
築
の
認
定

建
築
基
準
法
第
四
十
四

条
第
一
項
第
三
号
の
規

定
に
よ
る
建
築
の
認
定

一
件
に
つ
き

一
件
に
つ
き

二
万
七
千
円

二
万
七
千
円

「

」
を

建
築
基
準
法
第
八
十
六

条
の
八
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
全
体
計
画
の
変

更
の
認
定

一
件
に
つ
き

二
万
七
千
円

「

に
改
め
る
。

建
築
基
準
法
第
八
十
六

条
の
八
第
三
項
（
同
法

第
八
十
七
条
の
二
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
全
体
計
画
の

変
更
の
認
定

建
築
基
準
法
第
八
十
七

条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
二
以
上
の
工
事

の
全
体
計
画
の
認
定

一
件
に
つ
き

一
件
に
つ
き

二
万
七
千
円

二
万
七
千
円

」

（
山
口
県
建
築
基
準
条
例
の
一
部
改
正
）
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第
二
条

山
口
県
建
築
基
準
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
山
口
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
四
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
三
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
適
用
除
外
）
」
を
付
す
る
。

第
二
十
三
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
第
八
十
五
条
第
五
項
」
の
下
に
「
又
は
第
六
項
」
を
、
「
場
合
」
の
下
に
「
及
び
法
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
又
は
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
場
合
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
山
口
県
使
用
料
手
数

料
条
例
別
表
第
一
の
⚘
の
表
二
十
六
の
項
建
築
物
建
築
等
許
可
申
請
手
数
料
に
関
す
る
部
分
の
改
正
規
定
（
「
第
四
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
四
十
三
条
第
二

項
第
二
号
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
項
仮
設
建
築
物
建
築
許
可
申
請
手
数
料
に
関
す
る
部
分
の
改
正
規
定
及
び
同
表
二
十
七
の
項
の
改
正
規
定
（

「

」
を

建
築
基
準
法
第
四
十
四

条
第
一
項
第
三
号
の
規

定
に
よ
る
建
築
の
認
定

一
件
に
つ
き

二
万
七
千
円

「

に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
二
条
中
山
口
県
建
築
基

建
築
基
準
法
第
四
十
三

条
第
二
項
第
一
号
の
規

定
に
よ
る
建
築
の
認
定

建
築
基
準
法
第
四
十
四

条
第
一
項
第
三
号
の
規

定
に
よ
る
建
築
の
認
定

一
件
に
つ
き

一
件
に
つ
き

二
万
七
千
円

二
万
七
千
円

」

準
条
例
第
一
条
の
改
正
規
定
、
同
条
例
第
二
十
二
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
を
付
す
る
改
正
規
定
及
び
同
条
例
第
二
十
三
条
の
改
正
規
定
（
見
出
し
を

削
る
部
分
及
び
「
第
八
十
五
条
第
五
項
」
の
下
に
「
又
は
第
六
項
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政
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山
口
県
条
例
第
四
十
九
号

山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
口
県
使
用
料
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
山
口
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
⚘
の
表
中
四
十
の
項
を
削
り
、
四
十
一
の
項
を
四
十
の
項
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
資
金
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
条
例
第
五
十
号

山
口
県
資
金
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
口
県
資
金
積
立
基
金
条
例
（
昭
和
六
十
年
山
口
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
岩
国
・
和
木
・
大
島
地
域
ま
ち
づ
く
り
基
金
の
項
中
「
に
お
い
て
公
共
用
の
施
設
を
整
備
し
、
」
を
「
に
お
け
る
」
に
改
め
、
同
表
や
ま
ぐ
ち
産
業
戦
略
基
金
の

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

や
ま
ぐ
ち
産
業

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
基
金

地
域
経
済
の
持
続
的
な
成
長
に
資
す

る
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

を
図
る
こ
と
。

中
欄
に
掲
げ
る
設
置
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
知
事
が
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
と
き
。

附

則

（
施
行
期
日
）

⚑

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

山 口 県 報平成30年10月16日 火曜日 （号 外−45）

一
一



⚒

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
山
口
県
資
金
積
立
基
金
条
例
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
や
ま
ぐ
ち
産
業
戦
略
基
金
は
、
改
正
後
の
山
口
県
資
金
積
立

基
金
条
例
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
や
ま
ぐ
ち
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
と
な
り
、
同
一
性
を
も
っ
て
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
条
例
第
五
十
一
号

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
山
口
県
条
例
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
以
外
の
」
の
下
に
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

養
護
老
人
ホ
ー
ム

栄
養
士
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
職
員

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

病
院
及
び
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
条
例
第
五
十
二
号

病
院
及
び
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

病
院
及
び
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
山
口
県
条
例
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、
「
第
二
項
」
の
下
に
「
並
び
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
九
年
法
律
第
五
十
二
号
。
以
下
「
地
域
包
括
ケ
ア
強
化
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
十
八
条
」
を
加
え
る
。
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第
二
条
の
見
出
し
中
「
補
正
等
」
を
「
補
正
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
五
条
の
二
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
療
養
病
床
に
係
る
既
存
の
病
床
数
の
算
定
の
基
準
）

⚒

地
域
包
括
ケ
ア
強
化
法
附
則
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
七
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
同
条
第
三
項
の
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
命
ず
る
場
合
又
は
法
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
場
合
に
お
い

て
、
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
同
条
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
区
域
に
お

け
る
既
存
の
病
床
数
を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て
既
存
の
療
養
病
床
の
病
床
数
と
み
な
さ
れ
る
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介
護
医
療
院
の
入
所
定
員
数
の
基
準
は
、
規
則

で
定
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

食
品
衛
生
法
の
規
定
に
基
づ
く
公
衆
衛
生
上
必
要
な
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
条
例
第
五
十
三
号

食
品
衛
生
法
の
規
定
に
基
づ
く
公
衆
衛
生
上
必
要
な
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

食
品
衛
生
法
の
規
定
に
基
づ
く
公
衆
衛
生
上
必
要
な
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
十
二
年
山
口
県
条
例
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
四
の
二
の
表
中
四
の
項
を
五
の
項
と
し
、
三
の
項
を
四
の
項
と
し
、
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一

営
業
室
は
、
他
の
部
分
と
区
画
す
る
こ
と
。

二

営
業
室
に
は
、
剝
皮
場
所
、
処
理
室
及
び
懸
肉
室
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
場
所
と
区
画
す
る
こ
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三
食
肉
処
理
業
（
自
動
車

に
よ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
野
生
鳥
獣
の
と
た

い
を
枝
肉
に
す
る
も
の

に
限
る
。
）

と
。
た
だ
し
、
剝
皮
場
所
は
車
外
に
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

営
業
室
は
、
解
体
及
び
枝
肉
等
の
保
管
を
衛
生
的
に
行
う
た
め
に
十
分
な
高
さ
を
有
す
る
こ
と
。

四

営
業
室
に
は
、
給
水
設
備
及
び
給
湯
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

五

剝
皮
場
所
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ

消
毒
装
置
を
備
え
た
流
水
受
槽
式
の
手
洗
い
設
備
、
器
具
類
及
び
容
器
類
の
洗
浄
設
備
及
び
殺

菌
設
備
並
び
に
懸
吊
設

ち
ょ
う

備
を
設
け
る
こ
と
。

ロ

車
外
に
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
と
た
い
の
搬
入
口
に
隣
接
し
て
設
け
、
風
雨
、
塵
埃
、
昆

虫
等
の
侵
入
を
一
時
的
に
防
止
で
き
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

六

処
理
室
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ

と
た
い
の
搬
入
口
と
枝
肉
の
搬
出
口
と
を
別
に
設
け
る
こ
と
。

ロ

天
井
は
、
不
浸
透
性
の
材
料
で
造
ら
れ
、
ほ
こ
り
の
落
ち
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

ハ

内
壁
は
、
不
浸
透
性
の
材
料
で
造
ら
れ
、
平
滑
で
、
清
掃
し
や
す
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

ニ

床
は
、
不
浸
透
性
の
材
料
で
造
ら
れ
、
平
滑
で
、
清
掃
し
、
及
び
排
水
し
や
す
い
構
造
と
す
る

こ
と
。

ホ

十
分
な
能
力
を
有
す
る
換
気
設
備
、
消
毒
装
置
を
備
え
た
流
水
受
槽
式
の
手
洗
い
設
備
、
器
具

類
及
び
容
器
類
の
洗
浄
設
備
及
び
殺
菌
設
備
、
懸
吊
設
備
並
び
に
不
可
食
部
分
容
器
を
設
け
る
こ

と
。

七

懸
肉
室
に
つ
い
て
は
、
前
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
ほ
か
、
懸
吊
設
備
及
び
冷

蔵
設
備
を
設
け
、
見
や
す
い
場
所
に
温
度
計
を
備
え
る
こ
と
。

八

剝
皮
前
の
と
た
い
の
洗
浄
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

九

給
水
設
備
及
び
給
湯
設
備
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
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イ

貯
水
槽
は
、
計
画
処
理
頭
数
に
応
じ
必
要
と
な
る
量
の
水
を
供
給
で
き
る
容
量
を
有
す
る
も
の

と
し
、
そ
の
残
量
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ロ

器
具
類
及
び
容
器
類
の
洗
浄
設
備
に
あ
っ
て
は
摂
氏
六
十
度
以
上
、
器
具
類
及
び
容
器
類
の
殺

菌
設
備
に
あ
っ
て
は
摂
氏
八
十
三
度
以
上
の
湯
を
供
給
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
温
度
を
測
定
で

き
る
温
度
計
を
備
え
る
こ
と
。

ハ

必
要
に
応
じ
、
水
の
逆
流
を
防
止
す
る
装
置
を
備
え
る
こ
と
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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平
成
三
十
年
十
月
十
六
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


